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2023年 年頭挨拶

一般社団法人 岡山県労働者福祉協議会

会長  森   信 之

新年あけましておめでとうござtヽ ます。

昨年は、岡山県労福協の諸沼動に対しまして、ご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

新型コロナウィルスが猛咸を振るい始めて早や三年が経過しましたが、未だに克服が見えてきま

せん。昨年来から「コロナ禍、物価高、円安」の二重苦が私たちの生渚をきしめ続けてtヽ ます。特に

弱い立場・不安定な立場にある勤労者の雇用と生活に深刻な打撃を与え続けており、労福協に求め

られる役割|よ益々大きくなっています。

県労福協|よ 、コロナ禍により行動が制限される中でしたが、中央労福協や西部労福協の洒動に

積極的に参力Bするとともに、労働者自主福祉運動の歴史・理念の研修や労福協運動の推進、高校生

のための遵前講座など取り組んできました。特に地区労福協との連携強化を図るため、各地区労福協

との意見交換を図りながら、洒動を進めてきました。Sき続き、8吉代に即した運動スタイルにチャ

レンジし、この危機を乗り越えていア)｀なけれ|ざなりません。

そのために|よ、労福協・労働組合・福祉事業団体が連携し、一丸となつて取り組貫3｀ ことが必要で

あり、「誰一人取り残されない」持続可能な社会を創造するために労働者自主福祉活動を進めてい

きます。「2030ビジョンどに基づき、公ロノもや共目,lを最も必要とする人たちが寄り添えあえる社会や

仕組みを再構築してもヽくことが3螢 く求められています。今まで以上に、連合岡山、労働金庫、こく

みん共済coop、 岡山県生協連の皆様との「ともに運動する」関係を強イとし、共助の輪を拡げるとと

もに、公的セーフティーネットを拡充させ、誰もが安心して暮らし、働くことのできる社会をめざ

して、社会的な役害」を果たしていナJ｀なければなりません。

終わりになりましたが、本年も岡山県労働者福祉協議会に対しまして、皆さんの格段のご支援・

ご協力をよろしくお願 tヽ すると共に、皆さんとご家族にとりまして、健康でご多幸な年となります

ようお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。本年もよろしくお願いたします。
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すべての県民が明るい笑顔で暮らす 岡山県

知事 伊原木 隆 太「生き活と岡山」を目指して

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

新型コロナウイルス感染症が、いまだ感染再拡大を繰り返していますが、日常は少しずつ、コロナ

禍前と同様の風景を取り戻しつつあります。

県で|よ 、これまで、基本的な感染防止策徹底の呼びア)｀ けや医療提供体制の整備、ワクチン接種の

促進などの感染拡大防止対策に総力を挙げて取り組んでまいりました。

今後も油断できない状況が続きますが、関係機関との緊密な連携の下、社会経済渇動との両立を

理りながら感染拡大防止に金力を尽くしてまいります。

さて、昨年、世界|よロシアによるウクライナ侵攻という新たな脅l蚕載に直面しました。日々痛ましい

被害が伝えられ、燃料や原材料の高騰など世界経済も大きな影響を受けています。力による一方的

な現状変更は断じて許されることでl〔矢なく、一日も早く、平和な世界が戻つてくることを切に願う

次第です。

私 |よ 、就任以来、「教育再生」と「産業振興」の二本柱を本県発展のエンジンに据え、さまざまな

施策を推進してまいりました。

教育の再生についてl〔文、児童生徒の暴力行為発生客」合や非行率がこの10年で大幅に改善するなど、

取り組みの成果が表れてきていると考えています。引き続き、児重生徒の学ぶ力の育成や蒐ち着いて

学召できる環境の整備に取り組んでまいります。

産業の振興について|よ、2年続けて、4,000億円を超える企業の投資を8¥び込むなど、確ノ,｀な成果

を挙げております。今後も、戦略的な企業誘致の推進や中小企業等の稼ぐ力の強化などに努めてま

いります。

一方、人□減少については、出生数の減少に歯止めが

'つ

か`らず、患さに喫緊の課題と捉えており

ます。県で|よ 、子ども関連施策の効果的な推進を目的の一つとして、本年 4月に新たな組織を設け、

結婚、妊娠・出産の希望がかなう環境を整備するとともに、移住 定住の促進など、自然増、社会増

に資する施策にこれまで以上にしつかりと取り組んでまいる所存です。

そして、平成30年 7月豪雨終害からの復1日
,復興に引き続き取り組むとともに、官民連携による

カーボンニュートラルヘの対応や県民が利便性を実感できるDXの推進など、本県の持続的な発展

に結びつく施策も積極的に進めてまいります。

すべての県民が明るい笑顔で暮らすことのできる「生き港き岡曲」の実現に向けて一歩一歩、着実

に進んでまいりますので、引き続き、ご理解とご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。
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日本労働組合総連合会 岡山県連合会

会長 森   信 之

新年あけましておめでとうございます。

岡山県労働者福祉協議会 会員の皆様にlよ 、ご家族とともに穏やかに新年を迎えられたことと

お喜び申し上げます。

8乍年来からの「コロナ禍、物価高、円安Jの「二重苦」が、私たちの生活をきじめ続けていま

す。連合岡山は、すべての働く仲Po弓 と困難な状況にある方々の「必ずそばにいる存在」となれる

よう運動を進めていきます。

そのためにも労福協が取り組まれている「2030年 ビジョン」を共有し、貪困対策などの政策怖ど

度の充実・改善を求めていきます。誰一人取り残されることのない、持続可能で包摂的な「働く

ことを軸とする安心社会」の実現に向けて、共に前進させていきましょう。

最後になりますが、岡山県労福協・各地区労福協の益々のご発展、皆様のご健康とご多華をお

祈り申し上げます。

中国労働金庫 岡山県営業本部

本部長 金 澤   稔

新年あけましておめでとうございます。

旧年中|よ 、中国労働金庫の事業推進につきまして、格段のご協力をいただきましたことに深く

感謝申し上げます。

新型コロナウィルスの感染拡大が4年目を迎え、また、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安

による物l曲の高騰により、貧困と格差の拡大に拍車がかズ)＼ る状況の中で、労福協の「共助の拡

大」をめざした運動の重要性が、ますます高まつてtヽ ます。

中国労lttJ金庫は、今年設立20周年を迎えますが、設立の原点である「助け合い精神」のもと、

家計の見直し運動を通じた可処分所得の向上など、会員 `Pe日接構成員とその家族の期待に応える

「お役立ち」することをめざし、労福協と連携した運動をSIき続き推進してまいります。

コロナ禍の一日も早い終患と、岡山県労lttl」 者福祉協議会の益々のご発展、今年 1年の皆様方の

ご健勝、ご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさつとさせていただきます。本年もどう

ぞよろしくお願い申し上げます。

新 年 の ご 挨 拶
/

学  1筆i 弾、 ィ> i極  址  韓 J!モ子 与 笙、 韓 Ⅲ浮 幸  ヽ
弦 韓芸 |'

新 年 の ご 挨 拶
/―
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静
こくみん共済 coop岡山推進本部

本部長 二 宮 卓 志

明けましておめでとうございます。

岡山県労l動者福祉協議会および会員の皆さまにおア)｀れまして|よ 、ご家族とともに穏やかに新年

を迎えられたこととお慶び申し上げますとともに、こくみん共済coopの諸活季l〕 に対するご支援・

ご協力に心より御ネし申し上げます。

さて、日午年も新型三]ロ ナウイルス感染症が猛F看克を振るう中、生活者への自主福祉を強化し、労

福協に集う力B盟団体と連携し「新しい生活保8章設計への取り組み ,セ ーフティーネットづくり」

への取り組みを通じて、事業と運動の発展を目指してきました。

弓|き続き、こくみん共済coopの原点 (理念)である「みんなでたすけあい、豊かで安心できる

社会づくり」の実現にむけて、役職員―丸となつて事業と運動を邁進してまいります。

特に本年 lE衣 、「中期経営政策2025～ 変革と倉」造～」にもとづき、お役立ち発想と共創活動にデ

ジタル技術を取り入れた「新しいたすけあい」の倉」造・実践に挑戦し、 5月 に|よ 「こくみんLifeサ

ポー ト」を展P汗弓する予定です。

皆さまの益々のご健勝とご港躍を心よりお祈り申しあげ、年頭のご接拶とさせていただきます。

新 年 の ご 挨 拶
/

■・ 増、 キ| ド
'F tr r)生

 il .> .1′十 七
`、

韓 洋
イ

燕  氏 ぶ 評″

岡 山 県 生 活 協 同 組 合 連合 会

会長理事 平 田 昌 三

新年あけましておめでとうございます。

皆さまにおア)｀ れまとノて|よ 、日し頁より生協の透動にご支援ご協力を賜り心よりお礼申し上げま

す。国際情勢の急激な変化と円安・物価高 資源高が、くらしや事業経営に大きな影響をもたら

し、人□減少 超高齢化tよ いつそう加速しています。くらしが厳しさを増し、平和や国際秩序が

根底から揺るがされる中で、 SD6sへ の関心|よ これまでになく高まつています。

生協で|よ 医療や貝茜夏、福祉、共済などくらしを支える事業を担い、地域に根差した助け合いの

組織として役客」を果たせるよう、様々な適動をすすめています。誰一人取り残さない、安心して

くらし続けられる地域社会の実現に向けて、行政や諮団体とのネットワークをより豊かなものに

しながら、連携して取り組みをすすめて参る所存です。皆さまにも変わらぬご指導ご支援を賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

皆さまのご多幸とご繁栄を心よりお祈り申し上げます。

本年もどうでよろしくお願いいたします。

新 年 の ご 挨 拶
/
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2022年度 岡山県労福協研修会を開催

中央労福協 「2022全国福祉強化キヤンペーン」の

一環として「2022年度岡山県労福協研修会～労働者

の可処分所得の増加に向やサて～Jを 2022年 10月 22日

(■)に開催しました。

土曜日に開催しましたが、各地区労福協役員および

各地区労福協加盟組合員44名の方に参加いただきま

した。

イ:2022年度 岡山県労福協 研修会

森会長挨拶

2004年度より毎年開催 している「高校生のための

出前講座」は、社会に巣立つ若者たちが『働くことの

意義を認識し、同時に社会人・消費者として当然宍Bっ

ておくべき基礎矢0識を身につける』ことを目的として

います。

岡山県労福協の地域貢献活動の一つとして実施して

いる出前講座は、岡山県ならびに岡山県教育委員会の

後援を受け、年度当初に県下の公立・私立すべての高

校に開催案内を送付し、応募要請を行いました。

まず、こくみん共済coopの講演は、外部講師によ

り「組織内保障を利用して組合員の可処分所得を上げ

よう」と題して講漠をしていただきました。

続いて、中国労働金庫の講演は、営業統括部営業企

画課の職員により「『なぜ、ろうきん ?』 ～改のて考

えよう ろうきん運動～」と題して講演をしていただ

きました。

り
そ
う

こくみん共済研修会風景 中国労金研4多会風景

岡山県立倉敷驚羽高等学校では1]月 と12月 の2回

に分けて、中国労金水島支店の職員による「消費者講

座」を体育館で集合形式にて行い、岡山県労福協の職

員による「ワークルール講座」を特別教室からオンラ

イン形式にて行いました。

な捻、2023年 1月 には岡山県立津山商業高等学校

において「消費者講座」と「ワークルール講座」を行

う予定です。

…オンラインでの授業風景
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年 校生のための出前講座を開催中 !

体育館での授業風景 消費者講座



ライフサポートセンター 相談実施状況

ジョブおかやま 本目談実施状況
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く新たな企画として各地区労福協からのページを開設します>

第 1弾は「岡山地区労福協」です

岡山地区労福協では、労働者福祉の向上のため①自主的に実施する施策②岡山市と共同で実施する施策に取り組

んでいます。

r              
・

 r  
岡山市と共同(連携)で  ・

自主的に実施した施策
実施した施策

・家族心、れあいメーデーイベント

・生港応援セミナー in犬島

・アスゼミ#山 □舞 (セ ミナー)

・ボウリング大会

管
爺
‐A

・親子で遊ぼう池田動物園ボランテイア

・岡山市民美術展

・さんかくウィーク (男女共同参画)

L             』

● ●    特

L
ごr縄

守
寺

若年層を対象に開催した「生活応援セミナー in犬島」では、中国労働金庫 。こくみん共済 coop・ 市議会議員を

講師に招き、マネートラブルやライフプランに加えて、税金の使われ方を学びました。

「アスリートに学び明日に洒かそう !」 を目的に開催した「アスゼミ#山□舞」では、女子パレーボール元日

本代表の山□舞選手を講師に招き＼ディスカッションをおこないました。

昨年私たちは＼「学びと出会い」にこだわって活動してきました。「世代を超えた出会い」や「同世代の出会い」、

人が出会うことにより生まれるチカラと様々な「学び」を掛け合わせることで、気づきを増やし、労働者福祉の

向上へつなげてきました。

直近では岡山市民美術展のお手伝いや生活応援セミナーを開催しますので、ぜひと参加ください。

♂             Ч

岡山市民美術展          生適応援セミナー

」

]月 ]]日 (水)～ ]月 15日 (日 )

岡山シティミュージアム   ぅ。れ

50歳からはじめる資産形

2月 12日 (日 )10時

ピュアリティまきび

成 (仮称
丞 ・
『ア ーf

t性

今後も「連帯・協同でつくる安心 '共生の福祉社会」の実現に向けて取り組んでいきます。

岡山地区労働者福祉協議会
〒700-0086岡山市北区津島西坂 1丁目4-18

盆086-201-6070
議長 :増原 誠  事務局長 :藤井 秀俊
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金沢大学 藤生准教授と共同で『私のまちの7才の交通安全AザードマップJを開発しました。

お出かけ前に危ない場所やより安全な道を翻べることで、曽さまの安心安全なお出かけをサポートします。

2022年 9月 には、利用者による投稿が可能になりました。

お子さまと一緒にぜひと活用ください。

_,,す lf

楡守ユ誤ッタスに住所や離切3を入力すると,そ のれl盟の亭敏t胃 憚

がマップ上に無
"ヽ

されます。

身近にあむ'危
″とい埼所,や

f交通寅全に関する駁V機みが行われ

ていら4所 ,t,費 稿し、,l,用】雪全体で共打すること
',Iteaす

。

g
鰯

Kみん共済
Iたすけあいから生まれた保障の生協です。

1鷲と抵攣亀琴郎棚 躍翔雛蠍矯隅焼践衡ど瞬解鰐
こ′〕題旨に賛lttlいただき、出滅命を払い込んで濤住1也または効切地の共!声生出の組合員となるこ

とで各軸共済部I度をご利用いただけます。

鰐子ぞえ儀   岡山推進本音「  岡山市駅元町6‐26

全口夕,働曽共積生活協同電etta金

熙l山県労働者共済生活協同欄合
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